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46．　RI標識microsphereによる臓器血流

　　　分布の研究
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　RI標識microsphereによる血流分布測定法は，1967

年Rudolph等により発表されて以来，多方面で応用さ

れている．演者等は直径50μの12slおよびs1Cr標識

microsphereを用いて，脱血shock時の臓器tiu流分布

を測定したので，その経験と問題点を述べる．雑種成犬

を用いて，secobarbitalで麻酔し，機械的人工呼吸によ

り換気条件を一定に設定し，左開胸により左心耳より左

房にカテーテルを留置した．脱血前i251－microsphere　25

μCiの左房内注入と，心拍出量の測定（色素希釈法）を

行ない，’lt均大動脈圧40mm　Hgとなるまで脱lkLし，

その後30分，または120分後にslCr－microsphere注入

と心拍出量の測定を行なった．脱rfrt死せしめた後各臓器

を取り出し，比放射能を求めた．この場合臓器を約100g

に分けて，　Linch　scintillation　detectorを10　cm離し

てcollimateする方法と，約1gに分散してwell　type

scintillation　counterにより計数する方法を試みた．

前者ではサンプルの大きさ，形態により誤差を生じ，

standardとの比較に難点がある。後者では臓器内l／1L流

分布の不均等性のためサンプリングに問題を残す．そこ

で演者等は100g前後の試料を乾熱，または凍結乾燥に

より水分を除き，残澄をmixingして，　well　type　scin－

tillation　counterで計測する方法を用いた．その結栗，

サンプリングの誤差を除き，RIの少tt化に成功した．

上記方法で比放射能を測定後，各臓器への心拍出量の分

布率を求め，脱血前と脱［f【1後とでこれを同一被験体につ

いて比較した．

47．　22Naの血液組織間交換に対する静脈うっ

　　　血の影響，特にその自律神経性機序につい
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　〔研究目的〕　毛細血管における易拡散性物質や溶媒の

血液一組織間物質交換に関しては数多くの研究がある．

しかし静脈圧が」二昇した時に1自液一組織間の溶質平衡に

どのような変化がおこるかについての研究は極めて少な

く，さらにこの反応に自律神経系が関与するか否かにつ

いてはこれを否定する報告1つをみるに過ぎない．そこ

でわれわれはこの点を検討した．

　〔方法〕　ペントバルビタール静注麻酔下の雑種成犬後

肢を用い動脈内回注入法（“cindicator　diffusion”metod）

を22NaClとi・3iRISA混合液に適用してChinardの式
1＿E＿工・／C
　　　　　　　から22Naの抽出率Eを求めてさらにこ
　　　Rv／R
のEの値をRenkinのモデル毛細管についての理論式

PS＝－Q　ln（1－E）に代入してPS　（22Naに対する毛

細管透過性Pと有効毛細管表面積Sの積，Qは血流量）

を流出量Q一定の条件下に求めた，ここにCりは股静脈

血中の易拡散性物質（22NaCl）の濃度，　Cは注射液中の

同物質濃度，Rりは非拡散Yk物質（131RISA）の股静脈

L｛且rl膿度，　Rは同物質注射の液内濃度である．

　〔成果〕　静脈圧を200mln　H20に上昇せしめると，

後肢の皮膚をはぐと否とに無関係に，後肢標本のPSは

30％の低下を示した．しかるに坐骨神経の急性切断を加

えておくと，皮膚をはぐと否とに拘らず，静脈圧上昇時

にもPSは低下せず，同様に自律神経節遮断剤（Pento－

linium）を用いた時も，静脈圧上昇時にPSの低下は認

められなかった．

　以上より静脈圧E昇時にPSが低下する反応は，おそ

らく交感神経系を介するものと結論される．

　〔結論〕静脈うっtfitによる22Naの拡散能（PS）の低

下には交感神経系が局所的に関与しており，またこの現

象は大部分が骨格筋でおこっていることが示唆された．
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